
施策・基本事業の体系整理について

（資料）

【これまで】
昨年度は主に、環境変化に伴う新しい課題など、後期基本計画

で解決すべき課題について検討しながら、後期基本計画策定に向
けて、基本構想を変更する必要があるかどうかに関して検討して
きました。
その結果、後期基本計画は、現状と課題を精査し、各政策に紐

付く基本事業の取組内容や成果指標などを必要に応じて見直すこ
ととし、基本構想は変更しないこととしました。

【令和７年度第１回・第２回で検討していただきたいこと】
後期基本計画策定に向けて、継続するもの、廃止・縮小するも

の、改善が必要なもの、新たに取り組むもの、また、施策・基本
事業の成果のあり方について、市民にとってより分かりやすいも
のとなるよう、ご意見をお聞かせください。
なお、参考までに、次のページ以降の前期基本計画に、これま

での総合計画審議会や市役所内部の会議等で出てきた意見を記載
してみました。これらを参考にして、ご意見いただけたらと思い
ます。



・学院大跡地に建設予定の複合体育施設の防災上の位置づけ
・中央公園に整備するスケートボードパークの防災上の位置づけ
・ハード面の整備は一定程度完了。ソフト面での自助共助の意識の高まりをどう展開させるか
・震災経験のない子たちに、どのように伝承し、風化を抑えられるか、危機意識の醸成



指標は妥当か











高齢者（８０歳以上）の免許返納





・ウェルビーイングの高まりには生涯に渡るヘルスケアが大切
・日常生活を脅かす様々なリスクに対するレジリエントの強化
・生涯にわたる健康づくりと持続可能な社会の構築

多賀城市の地域福祉の目指す姿

・前期基本計画の成果で上手くいったこと・上手くいかなかったことを整理し、地域福祉計画との
　整合性を図りつつ、後期計画にどう取り組むか
・有事の際に要援護者をどう逃がすか、実態に即した現実的な対応が求められる
・物質的な豊かさのみならず、精神的な豊かさを





・ウェルビーイングの高まりには生涯に渡るヘルスケアが大切
・健康寿命の延伸（複合体育施設）
・超高齢社会・定年延長に対応した健康寿命の延伸等の健康増進施策の推進

子どもから高齢世代まで
運動習慣は若い頃から高齢世代へのポジティブアクションは

健康を意識（興味がある）している市民割合など



促進

該当事業の見直し

2-3-1との該当事業の整理

変更

・2-1-99こころの強化促進事業を2-2-1へ（基本事業1つ増やすことも検討）



・子どもの居場所づくり
・ウェルビーイングの高まりには生涯に渡るヘルスケアが大切
・給付や施設整備ではない支援の充実
・保護者の子育て力と子ども自身の育つ力を引き出す

不安がない子育ては考えにくい



2-2-3との該当事業の整理

指標検討か、施策を取り巻く状況に入れる

子どもたち自身の持つ力を引き出す取組



・ウェルビーイングの高まりには生涯に渡るヘルスケアが大切
・超高齢社会・定年延長に対応した健康寿命の延伸等の健康増進施策の推進（ポジティブアクション）



元気な高齢者がまちづくりに参画する意識付け、動機付け

フレイル予防の追加

検討

時勢にあったものに変更

統合するか否か



自分らしく

・共生社会の実現





・国民健康保険制度の現状を知ることの重要性



事務事業との指標整理



・社会体育施設（体育館・プール）及びその他施設（児童館、シルバーヘルスプラザなど）の複合化
・スケートボードパーク建設に伴う子どもから大人までの賑わい拠点
・子育て支援の充実（福祉給付・公共施設だけではない支援）

家庭・地域・学校に順番変更

・前期計画の成果で上手くいったこと・上手くいかなかったことを整理し、後期計画にどう取り組むか





・ICT技術の活用　学校ICT計画を入れ込む



指標検討



・社会体育施設（体育館・プール）及びその他施設（児童館、シルバーヘルスプラザなど）の複合化
・子どもから大人までの賑わい拠点（スケートボードパーク）
・子育て支援の充実（福祉給付・公共施設だけではない支援）
・生涯にわたる健康づくりと持続可能な社会の構築
・超高齢社会・定年延長に対応した健康寿命の延伸等の健康増進施策の推進（ポジティブアクション）





・社会体育施設（体育館・プール）及びその他施設（児童館、シルバーヘルスプラザなど）の複合化
・子どもから大人までの賑わい拠点、都市型スポーツの推進（スケートボードパーク）
・子育て支援の充実（福祉給付・公共施設だけではない支援）
・生涯にわたる健康づくりと持続可能な社会の構築
・超高齢社会・定年延長に対応した健康寿命の延伸等の健康増進施策の推進（ポジティブアクション）

・健康づくりとスポーツの相乗効果について言及





・文化観光の推進
・歴史の継承、歴史学習や体験学習、歴史的文化遺産及び地域観光資源の活用（市川地区へのポジティブアクション）

誇りに思うことが目指す姿

・多賀城碑の国宝指定、南門の復元。見る側の観点からの脱却
・政庁跡の復元を想定した計画に
・全体的に言いまわしを改善
・保存活用計画との整合性を図ること



指標検討



・ゼロカーボンシティ（地球温暖化対策）
・気候変動への適応
・環境重視のインフラ整備（学院大跡地）

地球への負担を極力少なく どれだけ環境負荷を与えているかを知ることが最も大切

CO2削減目標の達成状況や行動している市民がいるかなど、指標の見直し





・ゼロカーボンシティ（地球温暖化対策）
・環境重視のインフラ整備（学院大跡地）

指標の見直し





・景観、多機能型コンパクトシティの実現、環境重視のインフラ整備（学院大跡地）
・都市型スポーツの推進、官民連携による公園整備（スケートボードパーク）

・行政主体の花のまちづくり事業から、市民主体への転換





・多機能型コンパクトシティの実現、環境重視のインフラ整備（学院大跡地）

・都市計画マスタープランとの整合性
・生活交通ネットワークの理想と現実　行政活動でできることの限界





若い農家の革新的な取組（観光農業等）をどのように応援できるか





・商業による地域経済の活性化（学院大跡地）
・起業しやすい環境への取組（頑張る人を支援、チャレンジの後押し、創業支援）

・企業の人材不足が課題、担い手の高齢化、後継者不足
・人材育成（年代を問わない学産官連携）
・みらい塾の成果、今後の展開
・チャレンジショップの活用や必要性
・チャレンジできるまちだと思ってもらえるように





・文化観光の推進
・歴史的文化遺産、地域観光資源の活用、シティブランドの向上（市川地区へのポジティブアクション）
・賑わいの創出に留まらない稼ぐ力への創出

観光の最終目標をどこにするか



・広域観光の促進
・新たな取組を促す環境構築
・観光消費の拡大



・ＩＣＴ技術を活用して活性化を図れないか

地域自治活動とは何か



目指す姿になったときの地域の自治活動はなにを想定しているのか、ビジョンを明確に。
例えば、地域で困った人がいたときに町内で助け合いができる姿



・共生社会の実現

そもそも多賀城市の活動団体は他市町村と比べて活発かどうか

・サポセンの役割の多様化（団体に限らず個人の活動）
　ＮＰＯ評価機能の充実
　ＮＰＯ法人の活動成果、実績を示す指標の整備





・文化観光の推進
・シティブランドの向上
・人材育成・人財育成
・賑わい創出に留まらない稼ぐ力の創出
・1300年記念事業後の事業展開

寛容性を多賀城の魅力にするのもよい
文化芸術、多様性、音楽など

移住定住のポジティブアクションは必要か



指標検討

6-3-1と6-3-3の基本事業名の変更















・縮充の実現、社会体育施設の複合化（学院大跡地）
・ICT技術の活用
・公共施設の縮充

・縮充の理念のもと、公共施設等総合管理計画について触れる

ICTの庁内体制の見直し




